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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 配付 して

おります報告書のとおり、御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本 日は 、先日 に引 き 続き会 派に よる 代表質 問を 行って いた だき

ます。

信風、伊藤議員。

○伊 藤議 員（登 壇） 皆様、 おは よう ござい ます 。会派 信風 の伊

藤ひ ろえ でござ いま す 。令和 ８年 ３月 定例会 に当 たり、 会派 を代

表し 、市 政の重 要課 題 につい て質 問い たしま す。 市長並 びに 当局

の皆様の前向きな答弁を期待いたします。

大 山の 雪解け とと も に春の 息吹 を感 じる季 節と なりま した 。し

かし 、私 たちの 足元 を 見詰め れば 、米 子市が 直面 する現 実は 決し

てう らら かなも ので は ありま せん 。生 産年齢 人口 の減少 、単 身世

帯の 増加 、地域 コミ ュ ニティ の希 薄化 、孤立 の深 刻化、 そし て止

まら ない 物価高 騰。 こ うした 現実 は、 市民の 皆様 の心に 言い よう

のな い不 安の影 を落 と してい ます 。市 長はこ れま で、住 んで 楽し



いま ちづ くりを 提唱 し てこら れま した 。にぎ わい を創出 し、 米子

の魅 力を 高める その 姿 勢は、 市民 に前 向きな 希望 を与え るも ので

す。 しか し、こ こで 私 たちが 直視 しな ければ なら ない問 いが あり

ます 。そ の楽し さの 輪 の中に 取り 残さ れてい る人 はいな いか とい

う問 いで す。障 がい が あるか ら、 不登 校だか ら、 あるい は住 まい

を失 いか けてる から 、 そんな 理由 で社 会の楽 しさ から疎 外さ れ、

声を 殺し て生き てい る 市民が 一人 でも いるな らば 、それ は真 の住

んで 楽し いまち とは 呼 べませ ん。 たと え困難 を抱 えてい ても 、一

人一 人に 確かな 役割 と 居場所 があ り、 互いに おか げさま と支 え合

える 体温 の通っ たま ち づくり です 。人 づくり はま ちづく り。 令和

８年 度予 算は、 市長 が 掲げる 、住 んで 楽しい とい う言葉 にい かに

して 共生 という 魂を 吹 き込み 、具 体的 施策へ と向 かって いく のか、

本日 は、 まちづ くり と 生活の 根源 的な 課題を 軸に 、人に 光を 当て

るこ とで 、より 持続 可 能な米 子市 の未 来像に なる よう質 問し てま

いります。

そ れで はまず 、大 要 １点目 、市 長の 政治姿 勢と 施策方 針の 総括

についてお尋ねいたします。

初 めに 、予算 配分 の 重点項 目に つい てお伺 いい たしま す。 市長

が令 和８ 年度予 算を 編 成する に当 たり 、最も 重き を置い た優 先順

位は どこ にある のか お 聞かせ くだ さい 。物価 高騰 が市民 生活 を直

撃す る中 、福祉 、教 育 といっ た目 に見 えにく いが 不可欠 なイ ンフ

ラへ の配 分はど うな っ ている のか お聞 かせく ださ い。将 来へ の先

行投 資と 現在の セー フ ティー ネッ トの バラン スを どう取 った のか、

市長の考え方をお聞かせください。

次 に、 まちづ くり ビ ジョン の進 捗状 況につ いて お尋ね いた しま



す。 策定 プロセ スの 透 明性と 市民 参画 につい て、 多様な 市民 、若

者、 女性 、高齢 者、 困 窮当事 者な どの 声がど のよ うにこ のビ ジョ

ンに 反映 されて きた か お聞か せく ださ い。ま た、 地域共 生社 会の

考え 方は 、この ビジ ョ ンの中 でど う位 置づけ られ 、具体 的な 米子

の形 とし て描か れて い るのか お聞 かせ くださ い。 また、 計画 は策

定し て終 わりで はな く 、これ を起 点に 市役所 の組 織風土 や市 民の

行動 がど のよう に変 わ ること を期 待し ている のか 、市長 の展 望を

お聞かせください。

次 に、 ＰＤＣ Ａサ イ クルの 見え る化 につい てお 尋ねい たし ます。

私た ち会 派信風 が重 視 するの は、 市民 の信頼 でご ざいま す。 それ

に応 える ために は、 行 政の成 果が 正し く評価 され 公開さ れる こと、

市民 への 市政の 説明 責 任の必 要が ござ います 。そ こで、 予算 を通

した 事業 がどの よう な 成果を 上げ たの か、行 政内 部の評 価に とど

まら ず、 市民が スマ ホ や広報 で容 易に 確認で きる など、 見え る化

の仕 組み をどう 構築 し ていく のか お聞 かせく ださ い。そ して 、目

標に 届か なかっ た事 業 に対し て、 それ をどう 分析 し、次 年度 の予

算や 施策 に反映 させ て いるの か、 評価 と改善 の透 明性を どう 高め

てい くの かお聞 かせ く ださい 。さ らに 、対話 型の 市政評 価と して、

数字 上の 評価だ けで は なく、 市民 の幸 福感、 ウェ ルビー イン グや

実感 をＰ ＤＣＡ サイ ク ルに組 み込 むた め、デ ジタ ルとア ナロ グ両

面での施策をお伺いいたします。

大要２点目、まちづくりについてお尋ねいたします。

公 共交 通の利 便性 向 上とバ リア フリ ー化に つい てお伺 いい たし

ます 。高 齢化の 進捗 も あり、 持続 可能 で住む 人の 安心と 安全 のた

めに も、 公共交 通は 重 要な都 市イ ンフ ラと考 えま す。本 市は 、伊



木市 長就 任以来 、公 共 交通の 再構 築を 政策の 重要 な柱と して 、今

日ま で取 り組ま れ、 市 内循環 バス の充 実も進 んで います 。そ こで、

本市 の目 指す公 共交 通 の利便 性向 上に 向けた 取組 と、高 齢者 や障

がい 者の 利用に 配慮 し たバリ アフ リー 化の取 組に ついて お伺 いい

たします。

次 に、 米子ア リー ナ につい てお 尋ね いたし ます 。現在 建設 中の

米子 アリ ーナは 本市 の 中心部 に位 置し 、米子 市民 はもと より 、山

陰道 米子 南イン ター チ ェンジ から 近く 、ＪＲ やバ スによ る来 訪に

も比 較的 利便性 の高 い 位置に あり 、完 成後の 利用 につい ては 大き

な期 待を 集めて いま す 。そこ で改 めて 、米子 アリ ーナに 備え る施

設機能についてお聞かせください。

次 に、 鳥取県 ネイ チ ャーポ ジテ ィブ につい てお 尋ねい たし ます。

山が 痩せ れば海 も痩 せ ると言 われ るよ うに、 山の 栄養不 足は 海の

不漁 を招 くと言 われ て います 。逆 に、 海の環 境が 悪化す れば 、海

鳥や 魚介 類を通 じて 陸 へ循環 する はず の栄養 分も 滞って しま いま

す。 現在 、こう した 負 の連鎖 によ って 、食料 供給 や気候 の安 定化

とい った 自然本 来の 仕 組みが 十分 に機 能しな くな り、私 たち の社

会基 盤そ のもの が脅 か されて いま す。 こうし た中 、鳥取 県は ２０

２５ 年１ １月、 全国 に 先駆け て、 とっ とりネ イチ ャーポ ジテ ィブ

宣言 を行 いまし た。 こ れまで の破 壊を 食い止 め自 然を守 ると いう

守り の姿 勢から 一歩 踏 み出し 、自 然を 積極的 に回 復させ る取 組を

加速 させ ようと して い ます。 大き な特 徴は、 自然 保護を 単な る環

境活 動に とどめ ず、 観 光や地 域ブ ラン ドとい った ビジネ ス価 値へ

とつ なげ 、地域 の魅 力 向上を 図っ てい る点に あり ます。 本市 にお

きま して は、ラ ムサ ー ル条約 湿地 であ る中海 や国 立公園 ・大 山の



豊か な裾 野を有 し、 ま さにこ の山 と海 の循環 の結 節点に 位置 して

いま す。 県の宣 言を 受 け、本 市と して どのよ うに ネイチ ャー ポジ

ティ ブを 具体化 し、 地 域の価 値向 上に つなげ てい くのか 、市 長の

見解をお聞かせください。

次 に、 居住支 援に つ いてお 尋ね いた します 。米 子市に おけ る居

住支 援は 、単な る住 ま いの提 供に とど まらず 、福 祉と連 携し て生

活の 基盤 を支え るフ ェ ーズへ と進 化し ている と考 えてお りま す。

居住 サポ ート住 宅と し ての運 営や 生活 困窮者 支援 の実績 を踏 まえ、

現在 の状 況と今 後の 課 題、そ して 目指 すべき 方向 性をお 聞か せく

ださい。

次 に、 生涯学 習に つ いてお 尋ね いた します 。ま ちづく りは 人づ

くり 、人 づくり はま ち づくり です 。単 なる個 人の 趣味に とど まり

がち な生 涯学習 の予 算 とリソ ース 、社 会資源 を持 続可能 な米 子市

の担 い手 づくり とい う 戦略的 な投 資へ と再定 義さ せるこ とが 必要

だと 考え ており ます 。 東京都 福生 市は 、生涯 学習 のまち づく りを

掲げ 、市 民一人 一人 の 学びを 地域 のエ ネルギ ーに 変換し てい ると

言え ます 。本市 が掲 げ るまち づく りは 人づく りと いう言 葉を 単な

るス ロー ガンで 終わ ら せるこ とな く、 学びが 孤独 を癒や し、 学び

が役 割を 生み、 学び が 地域の 困り 事を 解決す るよ うに、 米子 市に

おい ても 、福生 市の 先 進事例 を取 り入 れつつ 、全 国に誇 れる 自立

型・ 循環 型の人 づく り を加速 させ るべ きと考 えま すが、 市長 の決

意をお聞かせください。

次に、大要３点目、経済対策についてお伺いいたします。

農 業振 興につ いて で すが、 遊休 農地 の拡大 や放 棄され つつ ある

土地 が徐 々に拡 大し て いくこ とへ の不 安を感 じて おりま す。 現状



はど のよ うに推 移を し ている のか お聞 かせく ださ い。特 産野 菜の

生産 維持 は、米 子市 の 経済だ けで はな く、景 観や 文化に とっ て大

変重 要だ と考え てお り ます。 近所 の農 家がや めた 、耕作 放棄 地が

目立 つよ うにな った と いう市 民の 切実 な声が 、も はや個 人の 問題

では なく 、米子 市の 基 幹産業 であ る農 業の存 立危 機であ ると 懸念

して おり ますが 、市 長 はどの よう に受 け止め てお られる のか お聞

かせください。

次 に、 直近３ 年間 に おける 主要 特産 野菜、 白ネ ギ、ブ ロッ コリ

ーな どの 作付面 積の 推 移と今 後の 離農 予測を どの ように 分析 して

いる のか お尋ね いた し ます。 さら に、 離農す る農 家の農 地だ けで

はな く、 長年培 われ た 技術や 販路 を次 世代に セッ トで引 き継 ぐ仕

組み が必 要では ない か と考え てお りま す。や めた い農家 と始 めた

い若 者や 企業を つな ぐ 際、行 政、 農協 、不動 産が 連携し た米 子版

就農 パッ ケージ を構 築 できな いか と考 えます 。所 見をお 伺い いた

します。

次 に、 陸上養 殖に よ る水産 業の 推進 につい てお 尋ねい たし ます。

磯 焼 け と は 、 か つ て 豊 か だ っ た 海 藻 の 藻 場 が 何 ら か の 原 因 で 減

少・ 消失 し、岩 場が 白 っぽく 露出 して しまう 現象 のこと で、 海の

砂漠 化と も呼ば れ、 日 本の沿 岸だ けで はなく 、世 界にお いて 深刻

な問 題と なって おり ま す。日 本の 磯焼 けによ る被 害状況 は、 ２０

２６ 年現 在、水 産資 源 の減少 だけ では なく、 地球 温暖化 対策 の観

点か らも 極めて 深刻 な 課題と なっ てい ます。 そこ でまず 、鳥 取県

の磯 焼け 被害の 状況 と その要 因、 そし て対策 の実 施状況 につ いて

お伺いいたします。

次に、大要４点目、健康と福祉施策について質問いたします。



ま ず、 孤立対 策に つ いてお 伺い いた します 。孤 立は、 生活 困窮、

ＤＶ 被害 、精神 疾患 な ど複合 的な 課題 と絡み 合っ ている ため 、既

存の 縦割 り行政 では 対 応が難 しい と思 ってお りま す。そ のよ うな

中、 特定 の支援 対象 者 だけで はな く、 広く地 域全 体の孤 立対 策の

拠点 とし て機能 する 居 場所づ くり を検 討して いた だきた いと 思っ

てい ます 。孤立 対策 の 場所に おい て対 象者が 支援 を受け る側 から

支援 する 側、役 割を 担 う側へ と移 行し 、役立 ち感 と自己 肯定 感を

感じ られ るよう にす る ための 創意 工夫 を会派 とし ても要 望し てお

りますが、検討状況をお聞かせください。

次 に、 障がい 者の 社 会参加 と自 立支 援につ いて お尋ね いた しま

す。 コロ ナ禍を 経て 、 社会全 体で 人材 不足を 指摘 される 現在 、対

面支 援が 復活し 、以 前 の就労 支援 の手 法やサ ービ ス内容 の見 直し

が図 られ てきた ので は ないか と考 えて おりま す。 そこで 、労 賃の

改善 はい かに図 られ て きてい るの か、 最近の 実績 につい てお 聞か

せください。

大 要５ 点目、 子育 て 支援と 教育 の充 実につ いて お尋ね いた しま

す。

１ 点目 、暑さ 対策 に ついて お伺 いい たしま す。 近年の 夏の 猛暑

は常 態化 し、学 習環 境 と子ど もの 健康 に影響 を及 ぼして いま す。

小中 学校 の普通 教室 へ のエア コン 設置 はおお むね 完了し たも のの、

特別 教室 や体育 館と い った場 所へ の設 置は喫 緊の 課題で す。 子ど

もの 安全 と学習 環境 の 質の確 保の ため の予算 を確 保して いた だき

たい と思 ってい ます 。 また、 体育 館は 授業、 集会 、部活 動、 そし

て災 害時 の避難 所と 、 極めて 重要 な役 割を担 って います が、 非空

調環 境下 での利 用は 熱 中症の 危険 性が 高くな るた め、体 育館 の特



殊性 を考 慮した 効率 的 、効果 的な 空調 システ ムを 調査・ 選定 し、

児童 生徒 の運動 中の 熱 中症を 予防 する ととも に、 防災対 策、 指定

避難 所の 機能強 化と 位 置づけ 、そ の設 置が可 能と なる財 源措 置を

国に 求め ていた だき た いと思 って いま す。見 解と 進捗状 況を お伺

いい たし ます。 さら に 、令和 ８年 度予 算編成 にお いて、 この 危機

に対してどのような優先順位で挑んだのかお聞かせください。

そ こで 提案で すが 、 令和８ 年度 を米 子市の 子ど も熱中 症ゼ ロ元

年と 位置 づけ、 予備 費 や基金 を投 じて でも、 まず はこの 夏ま でに

体育 館の スポッ トク ー ラーを 全校 配備 するな ど、 スピー ド感 を持

った 暫定 措置と 恒久 的 な工事 の２ 段構 えで取 り組 むべき と考 えま

すが、見解をお尋ねいたします。

次 に、 子ども ・若 者 支援に つい てお 尋ねい たし ます。 佐賀 県で

活動 する 認定Ｎ ＰＯ 法 人スチ ュー デン ト・サ ポー ト・フ ェイ スは、

ひき こも りや不 登校 、 生活困 窮な ど、 困難を 抱え る子ど も・ 若者

支援 にお いて、 全国 屈 指の先 進モ デル となっ てい ます。 最大 の特

徴は 、施 設で待 つの で はなく 、こ ちら から出 向く アウト リー チ、

訪問 支援 と多く の職 種 が連携 する ワン ストッ プマ ネジメ ント です。

本人 や家 族から のＳ Ｏ Ｓを待 つの では なく、 住民 や関係 機関 から

の情 報に 基づき 、専 門 スタッ フが 家庭 へ赴く 家庭 支援で す。 夜間

や休 日も 含めた 相談 体 制を構 築し 、危 機的な 状況 、例え ば虐 待や

自死 念慮 など、 その よ うなこ とを 見逃 さない セー フティ ーネ ット

とし て機 能して いま す 。不登 校や 孤立 の背景 には 、貧困 、発 達特

性、 親の 精神疾 患な ど 複雑な 要因 が絡 み合っ てい るため 、教 育、

福祉 、医 療、労 働の 専 門家が 一つ のチ ームと なり 、地域 のあ らゆ

る資 源を つなぎ 合わ せ 、その 子ど も・ 若者に 最適 なメニ ュー を提



供し てい ます。 例え ば 、学習 、就 労体 験、居 場所 などで す。 それ

らを 進め ながら 、支 援 の網の 目か ら漏 れる子 ども ・若者 をつ くら

ない とい う強い 信念 を 持ち、 伴走 型支 援を構 築し ていま す。 不登

校や ひき こもり 、ケ ア リーバ ーの 対応 として 取り 入れる こと はで

きないのか、見解をお聞かせください。

次 に、 差別の 解消 に ついて お尋 ねい たしま す。 差別を しな いと

いう 理念 にとど まら ず 、令和 ６年 ４月 に義務 化さ れまし た障 害者

差別 解消 法の合 理的 配 慮の提 供や 多様 な背景 、外 国籍、 ＬＧ ＢＴ

Ｑプ ラス 、部落 問題 な どを持 つ人 々が 、共に 生き 共に働 くた めの

具体 的な 施策を 市長 に お尋ね いた しま す。イ ンタ ーネッ ト上 の誹

謗中 傷、 特定の 属性 に 対する ヘイ トス ピーチ 、ま た無意 識の 偏見、

アン コン シャス バイ ア スによ る差 別が 依然と して 社会に 影を 落と

して いま す。市 長は こ れら多 様化 、複 雑化す る差 別問題 を米 子市

の市 民の 活力や 都市 の 成熟を 阻む 重大 な課題 であ ると認 識し てお

られ るの かお伺 いい た します 。新 年度 の施策 にお いて、 人権 尊重

をど のよ うに最 優先 事 項とし て位 置づ けてい るの かお聞 かせ くだ

さい。

ま た、 パート ナー シ ップ宣 誓制 度の 導入後 、そ の実効 性を さら

に高 める フェー ズに あ ると思 って いま す。公 営住 宅の入 居な ど、

市が 関与 する分 野で の 制度活 用を 徹底 すると とも に、民 間企 業に

対し ても 、制度 を尊 重 した対 応を 促す べきで はな いかと 考え ます

が、見解をお尋ねいたします。

さ らに 、学校 教育 の 現場に おい て、 多様な 性の 在り方 を正 しく

学ぶ 機会 を全校 で確 保 し、子 ども たち が自分 らし く生き られ る環

境を どう 守るか 、一 人 一人の 尊重 にど のよう に向 き合っ てい るの



か、考え方、対応方針を伺います。

大要６点目、行財政改革についてお尋ねいたします。

指 定管 理者の 効果 の 検証に つい てで すが、 指定 管理者 制度 は導

入か ら長 い年月 が経 過 し、多 くの 施設 で慣れ や形 骸化が 生じ やす

い時 期に あると 考え て おりま す。 単な るコス ト削 減にな って いな

いか 、市 民サー ビス の 質と労 働環 境の 両面か ら市 長の考 え方 をお

聞か せく ださい 。導 入 から現 在ま で、 各施設 にお ける経 費削 減額

のみ なら ず、市 民の 満 足度や 利用 者の 利便性 が具 体的に どう 向上

した のか 、市長 の総 括 をお尋 ねい たし ます。 また 、それ らを 客観

的に 比較 検証で きる 共 通の評 価指 標を どう構 築し ている のか お聞

かせ くだ さい。 行政 に よる自 己評 価だ けでは なく 、市民 や専 門家

によ る客 観的な チェ ッ クが必 要で はな いかと 考え ていま す。 その

結果 を次 期指定 者の 選 定や委 託料 の見 直しに ダイ レクト に反 映さ

せる 仕組 みを構 築す る べきで はな いか と思い ます が、見 解を お聞

かせください。

最 後に 、住民 の視 点 に立っ たサ ービ スの向 上に ついて お尋 ねい

たし ます 。本庁 舎１ 階 の窓口 の利 便性 は向上 して おり、 分か りに

くい とい う市民 に対 し ても、 表示 板に 職員が 立ち 、案内 をし てく

れる とい うサー ビス を 行い、 数年 前の 以前と 比較 すると 、劇 的に

変わ った と一定 の評 価 をして おり ます 。しか しそ の一方 で、 イレ

ギュ ラー な対応 時は 戸 惑った り、 時間 がかか った りと、 市民 が不

安に 感じ る場面 がご ざ います 。こ のよ うなこ とが ござい まし た。

入籍 した 若い夫 婦が 手 続をし よう とし て大変 頑張 ってお りま した

が、 職員 が何げ なく 使 う行政 言葉 が分 からず 、そ れを聞 くこ とも

でき ず、 市役所 の手 続 は苦手 と、 今で は後回 しに してし まい 、生



活に 不利 益を生 じて し まって いる こと 。また 、障 がいの ある 方や

高齢 の方 が一人 では 手 続がで きず に困 ってし まう 場面、 この よう

な場 面を 見聞き して お ります 。さ らに 、どれ くら い時間 がか かる

か分 から ず、待 たさ れ ている のか 、も しかし たら 忘れら れて いる

ので はな いかと 窓口 の 待ち時 間に 不安 を感じ るな ど、日 々様 々な

苦情 をい ただい てお り ます。 デジ タル 化が進 む一 方で、 複雑 な課

題、 困窮 、介護 、不 登 校など 重な る世 帯は、 依然 として 窓口 のた

らい 回し に疲弊 して い ます。 相談 者が 一度の 来庁 で全て の相 談を

完結 でき る、あ るい は 適切な 窓口 へ同 行する よう な伴走 型ワ ンス

トッ プ窓 口を全 庁的 に 展開す る考 えは ないの かお 伺いい たし ます。

次 に、 書かな い窓 口 の導入 状況 と操 作に不 慣れ な高齢 者に 対す

るフ ロア マネジ ャー 、 例えば 寄り 添い 支援員 など の配置 拡充 につ

いての見解を伺います。

壇 上で の質問 は以 上 でござ いま す。 答弁を いた だいた 後に 再質

問、また会派の議員の関連質問をさせていただきます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長（登 壇） 会派信 風の 伊藤 議員か らの 代表質 問に 対し

まし て、 私が所 管し て いる部 分に つき まして 答弁 を申し 上げ たい

と思います。

最 初に 、予算 編成 の 優先順 位と 福祉 、教育 施策 への配 分に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。令 和８ 年度 の当初 予算 におき まし ては、

物価 高の 影響か ら市 民 生活を 守り 、将 来にわ たっ て安心 でき る地

域社 会の 基盤整 備に 取 り組み ます とと もに、 未来 を担う 子ど もた

ちや 若者 への投 資を 最 重要課 題と 位置 づけま して 、教育 の充 実と

子育 てし やすい まち づ くりの さら なる 推進に 向け て、迅 速か つき



め細やかに対応していくことといたしました。

将 来へ の先行 投資 と 現在の セー フテ ィーネ ット のバラ ンス につ

いて のお 尋ねで ござ い ますが 、第 ２次 米子市 まち づくり ビジ ョン

で掲 げて おりま す、 住 んで楽 しい まち づくり の理 念に基 づき まし

て、 子育 て支援 や教 育 の充実 、町 なか と郊外 の一 体的な 発展 など、

本市 の将 来に向 けた 施 策をさ らに 発展 させる とと もに、 物価 高や

自然 災害 への対 応な ど 、市民 生活 への 影響を 注視 しなが ら、 状況

に応じて機動的かつ柔軟な市政運営に努めてまいります。

ま た、 米子市 まち づ くりビ ジョ ンの 中で多 様な 意見の 反映 につ

いて のお 尋ねで ござ い ます。 第２ 次米 子市ま ちづ くりビ ジョ ンに

つき まし ては、 自治 会 関係者 をは じめ 、経済 やス ポーツ 、文 化あ

るい は地 域福祉 など 、 関係団 体の 方々 と意見 交換 を重ね てき たほ

か、 高校 生など 若者 と のワー クシ ョッ プの場 など も通じ まし て、

広く 市民 の皆様 の御 意 見を伺 いな がら 策定し たも のでご ざい ます。

また 、今 年度に はビ ジ ョンの 進捗 管理 を行い ます 地方創 生有 識者

会議 のメ ンバー とし て 、新た に若 い世 代の委 員の 方々に も御 参加

をい ただ いたと ころ で ござい まし て、 今後と も多 様な世 代の 皆さ

んか ら御 意見を 丁寧 に 伺い、 そし て反 映させ なが ら、ビ ジョ ンを

推進してまいります。

第 ２次 まちづ くり ビ ジョン にお ける 地域共 生社 会の位 置づ けと

その 具体 的な施 策に つ いての お尋 ねで ござい ます 。第２ 次ま ちづ

く り ビ ジ ョ ン に お き ま し て は 、 ま ち づ く り の 主 役 で あ る 市 民 の

様々 な地 域活動 や挑 戦 を応援 し、 関係 機関と の連 携によ りま して、

地域 の福 祉向上 を図 り 、もっ て多 様な 人々が 活躍 できる 社会 を共

生社 会と 定義づ けて お ります 。そ して その実 現に 向けた 政策 とし



て、 「市 民が主 役・ 共 生のま ちづ くり 」をビ ジョ ンの柱 の一 つと

して 掲げ たとこ ろで ご ざいま す。 具体 的な施 策と しまし ては 、総

合相 談支 援セン ター え しこに や地 域包 括支援 セン ターな どが 連携

をし た地 域福祉 支援 や 、公民 館を 拠点 とした まち づくり の推 進、

さら には 人権尊 重の 米 子市を つく る条 例を契 機と した、 市民 一人

一人 が尊 重され 、活 躍 できる 社会 環境 の整備 など を推進 して まい

ります。

ま ちづ くりビ ジョ ン 策定後 の展 望に ついて でご ざいま すが 、こ

れま でま いてき た種 を 大きく 開花 させ まして 、米 子に暮 らす 方々

が人 生の 充実と 楽し さ を一層 実感 して いただ くこ とが、 第２ 次ビ

ジョ ンの 大きな 目標 で ござい まし て、 今後一 つで も多く の具 体的

な成 果を 出せる よう 努 力をし てま いり ます。 その ために も、 ビジ

ョン の推 進に当 たり ま しては 、市 役所 の職員 が一 つ一つ の成 果が

市民 の幸 福と喜 びに つ ながっ てい ると いうこ とを 理解し 、ま ちづ

くり の一 翼を担 う自 覚 と責任 感を 一層 醸成し てい くこと も必 要と

考え てお ります 。あ わ せまし て、 市民 の皆様 にも 、生活 が豊 かに

なる 実感 が強ま ると と もに、 まち づく りへの 関心 を高め てい ただ

き、 その 主体と して 関 わりを 持っ てい ただく きっ かけに して いた

だければと期待をしております。

続 きま して、 ＰＤ Ｃ Ａサイ クル の見 える化 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。既 存事 業 につき まし ては 、事務 事業 評価を 行っ てお

りま して 、事業 にか か るコス トと その 効果に 加え まして 、業 務の

効率 化な どの観 点か ら 評価を 行っ てお ります 。事 務事業 評価 の結

果と 評価 票につ きま し ては、 市の ホー ムペー ジで 公表し てい ると

ころでございます。



ま た、 事業の 成果 分 析と予 算編 成や 施策へ の反 映につ いて でご

ざい ます が、ま ずは 事 業の所 管課 にお きまし て達 成度の 検証 を行

いま して 、利用 者や 事 業者な どか らの 意見も 踏ま えなが ら、 必要

に応 じて 改善を 行っ て おりま す。 また 、調査 課が 実施し てお りま

す事 務事 業評価 にお き まして は、 事業 実施に よる 効果や 業務 の効

率性 のみ ならず 、各 事 業につ いて 設定 された 目標 値とそ の達 成状

況に つい ても、 評価 の 過程の 中で 確認 を行い 、目 標達成 のた めの

取組 の見 直しや 目標 値 そのも のの 再設 定と見 直し を行っ た上 で、

次年 度以 降の予 算要 求 を行う よう にし ており ます 。その ほか 、財

政課 にお きまし て、 予 算の編 成過 程に おいて 把握 された 課題 につ

いて 整理 を行い まし て 、次年 度以 降の 予算要 求に 反映さ せる こと

を事業の所管課に求めております。

続 きま して、 市民 の 満足感 や実 感を 施策に 組み 込むこ とに つい

て、 デジ タルと アナ ロ グの両 面で の施 策につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 本市の 施策 遂 行に際 しま して は、市 民の 皆様が 本市 で暮

らし てい く上で の満 足 感を高 めて いた だき、 豊か さや楽 しさ を実

感し てい ただく こと が 重要な 目的 でご ざいま して 、施策 の進 捗状

況や 効果 を検証 する 視 点とし ても 欠か せない もの と考え てお りま

す。 そこ で、第 ２次 ま ちづく りビ ジョ ンにお きま して、 客観 的な

統計 デー タとア ンケ ー ト調査 を組 み合 わせた 地域 幸福度 、ウ ェル

ビー イン グ指標 を導 入 いたし まし て、 市民の 幸福 度や生 活満 足度

の向 上を 数値目 標と し て掲げ てお りま す。そ のほ か、と っと り電

子申 請サ ービス や子 ど も向け ポー タル サイト など 、デジ タル 面で

の意 見聴 取の仕 組み を 導入い たし まし たほか 、市 民参加 型で のま

ちづ くり ワーク ショ ッ プなど も重 ねて おりま す。 今後と も様 々な



手法 を通 じまし て、 多 面的な 施策 評価 を行い なが ら、よ りよ い施

策展開につなげてまいります。

続 きま して、 公共 交 通の利 便性 向上 とバリ アフ リー化 につ いて

のお 尋ね でござ いま す 。令和 ５年 ３月 に策定 いた しまし た米 子市

地域 公共 交通計 画で は 、「ま ちづ くり を支え る公 共交通 」「 使い

やす く分 かりや すい 公 共交通 」「 くら しを支 える 公共交 通」 の３

項目 を基 本方針 に掲 げ まして 、各 種施 策を推 進し ており ます 。そ

の中 で、 ＪＲ米 子駅 の 南側か らの アク セス改 善に つなが るが いな

ロー ドの 供用開 始や 、 コミュ ニテ ィバ スの充 実に よるバ ス路 線の

再編 、キ ャッシ ュレ ス 決済の 導入 など 、公共 交通 の利便 性向 上に

向け た施 策を順 次講 じ てきた とこ ろで ござい ます 。また 、コ ミュ

ニテ ィバ スへの 低床 バ スの導 入や ＪＲ 東山公 園駅 へのス ロー プの

設置 、バ ス停の 改良 な ど、高 齢者 や障 がい者 を含 む市民 にと って

公共 交通 を利用 しや す い環境 整備 にも 取り組 んで おりま して 、引

き続 き公 共交通 を生 か した持 続可 能な まち米 子の 実現に 向け て取

り組んでまいります。

ま た、 米子ア リー ナ に備え る施 設機 能につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 地域の 誰も が スポー ツに 親し む機能 、プ ロスポ ーツ イベ

ント や全 国規模 大会 な どを開 催す る機 能のほ かに 、災害 発生 時に

避難 所や 物資の 供給 拠 点とし て活 用す る機能 を想 定して おり ます。

続 きま して、 ネイ チ ャーポ ジテ ィブ の具体 化と 地域価 値の 向上

につ いて のお尋 ねで ご ざいま す。 本市 では鳥 取県 のとっ とり ネイ

チャ ーポ ジティ ブ宣 言 の趣旨 に賛 同い たしま して 、米子 水鳥 公園

の生 物多 様性の 保全 と 価値の 再発 見を 目的に 、環 境省が 認定 しま

す自 然共 生サイ トへ の 登録を 進め てい るとこ ろで ござい ます 。ま



た、 その メリッ トを 生 かして 、企 業の ＣＳＲ 活動 を呼び 込む など、

企業 とも 連携を 図り な がら本 市の 価値 向上に つな げてま いり ます。

続 きま して、 居住 支 援の現 在の 状況 と今後 の課 題、目 指す べき

方向 性に ついて でご ざ います 。本 市に おきま して は、住 宅確 保要

配慮 者の 民間賃 貸住 宅 への円 滑な 入居 の促進 を図 るため に、 昨年

１０ 月に 米子市 居住 支 援協議 会を 設立 いたし まし て、１ ２月 に合

同部 会を 、また 先月 に は高齢 者支 援部 会を開 催い たしま して 、不

動産 関係 団体や 福祉 関 係団体 、ま た居 住支援 法人 や本市 の住 宅部

局、 福祉 部局な どで 協 議を始 めた とこ ろでご ざい ます。 要配 慮者

の賃 貸住 宅への 入居 に 当たり まし ては 、連帯 保証 人や緊 急連 絡先

の確 保が 困難な 方が 増 加して おり ます ほか、 入居 後の様 々な トラ

ブル が懸 念され まし て 、スム ーズ な入 居が難 しい ことが 課題 とな

って おり ます。 入居 支 援や入 居後 のサ ポート を誰 がどの よう に担

うか など 、引き 続き 住 宅関係 者と 福祉 関係者 で連 携して 協議 を行

い、 円滑 な入居 スキ ー ムの構 築と 関係 団体の 協力 体制の 構築 を目

指してまいります。

続 きま して、 生涯 学 習につ いて でご ざいま す。 福生市 の事 例な

ども 取り 入れつ つと い うお尋 ねで ござ います 。人 々が学 んだ こと

が地 域の 活性化 や課 題 解消に 生か され ますこ とは 、生涯 学習 が目

指す 最終 目標の 一つ と 考えて おり ます 。本市 にお きまし ては これ

まで も、 公民館 をは じ め、各 部局 にお いて様 々な 課題に 関す る講

座を 開催 してき てお り まして 、人 材育 成にも 取り 組んで おり ます。

今後 も受 講者の 学ん だ ことが 地域 活動 につな がり ますよ う、 他の

好事例も参考にしながら、引き続き取り組んでまいります。

続 きま して、 農業 振 興につ いて のお 尋ねで ござ います 。最 初に、



耕作 放棄 地の現 況に つ いての お尋 ねで ござい ます が、令 和４ 年度

にお きま しては ３３ ５ ヘクタ ール 、令 和５年 度に おきま して は３

２８ ヘク タール と、 近 年、緩 やか では ござい ます が、減 少傾 向が

続い てお ります 。し か しなが ら、 令和 ６年度 につ きまし ては ３４

４ヘクタールと僅かに増加に転じております。

農 業の 存立危 機で あ るとい うこ とへ の受け 止め につい ての お尋

ねで ござ います 。農 業 は単に 食料 を生 産する だけ でなく 地域 経済

を支 え、 さらに は国 土 の保全 や景 観の 維持な ど多 面的な 役割 を果

たし てお りまし て、 そ の存立 は地 域全 体の課 題で あると 認識 をし

てお りま す。現 在本 市 では、 担い 手へ の農地 の集 積や新 規就 農者

への 支援 、また 耕作 放 棄地対 策な どに 取り組 んで おりま す。 引き

続き 本市 の実情 に即 し た効果 的な 取組 を実施 いた しまし て、 次世

代へつなぐ持続可能な農業を推進してまいります。

主 要特 産野菜 の作 付 面積の 推移 と今 後の離 農予 測につ いて のお

尋ね でご ざいま すが 、 本市に おけ る主 要特産 野菜 の作付 面積 につ

きま して は、令 和４ 年 から６ 年に かけ まして 、白 ネギが 約 1.５ ％、

ブ ロ ッ コ リ ー が 約 ３ 9.８ ％ 、 ニ ン ジ ン が 約 １ ７ ％ 減 少 し て お りま

す。 今後 の離農 の見 通 しにつ きま して は、農 業従 事者の 高齢 化が

進行 して いる状 況を 踏 まえま すと 、当 面の間 、一 定程度 の離 農は

続く もの と見込 んで お ります 。一 方で 、担い 手へ の農地 集積 や新

規就 農者 の確保 など に よりま して 、農 地や経 営の 承継が 図ら れる

ことで作付面積そのものは維持されるように努めてまいります。

就 農パ ッケー ジの 構 築につ いて のお 尋ねで ござ います 。本 市に

おき まし ては、 県や Ｊ Ａなど の関 係機 関と連 携を しなが ら、 新規

就農 チー ム会議 を定 期 的に開 催し てお りまし て、 就農希 望者 の相



談か ら研 修、経 営開 始 後のフ ォロ ーア ップに 至る まで包 括的 な支

援を 実施 をいた しま し て、円 滑な 就農 につな げて いると ころ でご

ざい ます 。また 、白 ネ ギにつ きま して は、弓 浜地 区白ね ぎ産 地の

生産 振興 プラン に基 づ きまし て、 農業 機械の 承継 支援や ねぎ の学

校に おけ る技術 指導 な ど、産 地ぐ るみ での人 材確 保と育 成に 取り

組んでおります。

な お、 現時点 にお き まして は、 住居 に関す る御 相談は 受け てお

りま せん が、今 後相 談 があっ た場 合は 、関係 部署 と連携 して 対応

してまいります。

水 産業 の振興 につ い てのお 尋ね でご ざいま すが 、鳥取 県の 磯焼

け被 害の 状況と 要因 に ついて でご ざい ます。 県内 の藻場 は、 磯焼

けと 呼ば れるほ ど衰 退 や消失 はし てお りませ んが 、水温 上昇 の影

響に より まして 、海 藻 の生育 への 影響 やムラ サキ ウニ、 アイ ゴな

どに よる 食害も 増大 し ている と鳥 取県 より伺 って おりま す。 対策

の実 施状 況につ いて で ござい ます が、 鳥取県 では 、海藻 の種 苗移

殖や ウニ の駆除 を実 施 してお りま すほ か、ア イゴ の活性 が下 がる

低水温の時期に海藻移殖を実施しているところでございます。

続 きま して、 孤独 ・ 孤立対 策の 拠点 として の居 場所づ くり につ

いて でご ざいま す。 令 和７年 度か ら、 孤立状 態に ある方 など の支

援 を 目 的 と す る 米 子 市 参 加 支 援 事 業 に お き ま し て 、 拠 点 と な る

「ま ちの 居場所 田園 」 を委託 によ り開 設いた しま して、 多様 な社

会資 源と も連携 しな が ら、社 会参 加を 促すた めの メニュ ーの 提供

や、 安心 できる 居心 地 のよい 場所 の提 供に取 り組 んでい ると ころ

でご ざい ます。 これ に つきま して は引 き続き 社会 とのつ なが りを

築くことができる居場所の提供に努めてまいります。



居 場所 におけ る創 意 工夫に つい てで ござい ます が、「 まち の居

場所 田園 」にお きま し ては、 支援 する 側と支 援を 受ける 側と いう

関係 では なく、 対等 な 関係で の対 話や 来所者 に役 割を担 って いた

だく こと で、居 場所 運 営の一 員と いう 意識が 芽生 え、自 己肯 定感

を感 じら れるよ うに 工 夫した 運営 に努 めてお りま す。こ のよ うな

形で 多様 な主体 が互 い に連携 し、 人や 社会資 源が つなが るこ とで、

市民 一人 一人が 孤立 す ること なく 生き がいを 持っ て生活 でき るよ

う、地域福祉の推進に取り組んでまいります。

就 労継 続支援 Ｂ型 の 工賃の 実績 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

報酬 改定 により ます 工 賃向上 に係 る加 算制度 の変 更や事 業所 の経

営支 援努 力によ りま し て、全 国的 には 工賃は 上昇 傾向に あり まし

て、 鳥取 県の就 労継 続 支援Ｂ 型の 平均 工賃月 額は 、新た な算 定方

式が導入された令和５年度は２万 7,３４５円、令和６年度が２万 7,

９１５円となっております。

続 き ま し て 、 子育 て 支援と 教育 の充 実につ いて のお尋 ねで ござ

います。

最 初に 、子ど もの 安 全と学 習環 境の 質の確 保の ための 予算 につ

いて でご ざいま すが 、 特別教 室や 体育 館への 空調 整備は 重要 だと

認識 をし ており まし て 、熱中 症予 防や 教育環 境の 改善な どの ため

に、 予算 の確保 に努 め ている とこ ろで ござい ます 。また 、効 率的、

効果 的な 空調シ ステ ム の調査 ・選 定及 び空調 整備 のため の国 への

財源 要望 につい てで ご ざいま すが 、引 き続き まし て、効 果的 な整

備内 容を 検討い たし ま すとと もに 、財 源のさ らな る拡充 や十 分な

配分を国に対して継続して要望してまいります。

令 和８ 年度予 算編 成 におけ る暑 さ対 策の優 先順 位につ いて でご



ざい ます が、教 育環 境 の整備 に関 しま しては 、一 部で空 調が 未整

備と なっ ており ます 中 学校の 特別 教室 への空 調整 備につ いて 、最

優先 で進 めるこ とと い たしま した 。ま た、体 育館 の空調 整備 をス

ピー ド感 を持っ た暫 定 措置と 恒久 的な 工事の ２段 構えで 取り 組む

べき との 御提案 につ い てでご ざい ます が、体 育館 につき まし ては

順次 改修 または 改築 に 伴う空 調整 備を 進めて いき ますと とも に、

それ まで の当面 の対 応 といた しま して は、全 校に スポッ トク ーラ

ーを ３年 程度で 導入 し ていく 方針 でご ざいま す。 また、 こう した

取組 によ りまし て、 小 中学校 にお ける 熱中症 対策 を着実 に推 進し

てまいります。

学 校や 教育支 援セ ン ターに 行け ない 子ども や若 者への 訪問 支援

につ いて のお尋 ねで ご ざいま す。 不登 校の児 童生 徒に対 しま して

は、 主に 学校が スク ー ルソー シャ ルワ ーカー と連 携して 支援 を行

って おり まして 、虐 待 リスク や家 庭に 課題が ある 場合に は、 児童

相談 所と 本市の こど も 家庭セ ンタ ーも 連携を いた しまし て、 必要

に応 じて 家庭訪 問を 行 い、面 談や 家事 支援な どの 状況に 応じ た支

援を 行っ ており ます 。 本市と しま して は、ま ずは 現在の 支援 体制

の充 実に 努めま すと と もに、 学習 支援 を含め た訪 問型の 支援 の取

組に つき まして 、他 の 自治体 の取 組状 況など を踏 まえな がら 、調

査・研究してまいります。

多 様な 背景を 持つ 人 々が共 に生 き共 に働く ため の具体 的な 支援

策に つい てのお 尋ね で ござい ます 。障 がいを 理由 とする 差別 の解

消に つき まして は、 民 間事業 者へ のあ いサポ ート 研修な ど様 々な

機会 を捉 えて取 り組 ん でおり ます 。こ のほか 、人 権尊重 のま ち米

子市 をつ くる条 例を 本 年４月 １日 から 施行す るに 当たり まし て、



今議 会に 予算を 提案 し ており ます 。新 たな人 権相 談、支 援体 制の

充実 も図 りなが ら、 誰 もが地 域社 会の 構成員 とし て尊重 され 、共

に支え合う社会づくりを一層推進してまいります。

差 別問 題の認 識と 新 年度に おけ る人 権尊重 施策 の位置 づけ につ

いて のお 尋ねで ござ い ます。 本市 の人 権施策 基本 方針と 推進 プラ

ンに つき まして は、 相 談体制 の充 実強 化、人 権課 題の多 様化 への

対応 など を求め る市 民 の声を 踏ま えま して、 昨年 度に第 ３次 改定

を行 いま した。 そし て 、本年 ４月 １日 に施行 予定 の人権 尊重 のま

ち米 子市 をつく る条 例 にも、 同プ ラン の改定 内容 を反映 する 形で、

関係 規定 を設け たと こ ろでご ざい ます 。この 条例 施行を 契機 とい

たし まし て、本 市と し まして は差 別を 起こさ ない 社会づ くり のた

めの 施策 を強化 する こ ととい たし てお りまし て、 その一 つが 今議

会に 予算 案とし て提 案 をして おり ます 人権相 談充 実事業 でご ざい

ます 。こ うした 施策 を 推進し なが ら、 まちづ くり ビジョ ンに も掲

げま した 「市民 が主 役 ・共生 のま ちづ くり」 の推 進をし てま いり

ます。

市 が関 与する 分野 で の制度 活用 の徹 底、民 間企 業の対 応促 進に

つい てで ござい ます 。 鳥取県 が実 施し ており ます とっと り安 心フ

ァミ リー シップ 制度 に つきま して は、 令和５ 年１ ０月の 制度 開始

当初 から 本市で も連 携 協力を して おり まして 、公 営住宅 への 入居

や住 民票 の続柄 を縁 故 者とす るこ とが できる など 、本市 で利 用で

きる サー ビスに つい て 市と県 のホ ーム ページ で公 開をし てお りま

す。 今後 とも制 度へ の 理解を 深め るた めの広 報・ 啓発を 強化 する

とと もに 、多様 な性 の 在り方 につ いて 、自ら の問 題とし て捉 えて

行動 でき るよう に研 修 会や講 演会 の開 催のほ か、 ＳＮＳ での 情報



発信 など あらゆ る機 会 を捉え 、啓 発を 行って まい ります 。ま た、

民間 事業 者に対 しま し ても、 県と 連携 をしま して サービ スの 提供

につ いて の働き かけ を 行いま すほ か、 米子市 人権 問題企 業連 絡会

など を通 じまし て制 度 の意義 を理 解し ていた だく ための 広報 や啓

発に努めてまいります。

続 きま して、 指定 管 理の効 果の 検証 につい て、 一連の 御質 問に

つい てで ござい ます 。 指定管 理者 制度 は、公 の施 設の設 置目 的を

効果 的か つ効率 的に 達 成する ため の手 法であ りま して、 本市 では、

公の 施設 設置者 とし て モニタ リン グに よるチ ェッ クの強 化や 、利

用者 アン ケート の実 施 により 、業 務遂 行の確 認を 行って おり ます。

指定 管理 料の積 算に 当 たりま して は、 適切な 市民 サービ スの 提供

に向 けま して、 昨今 の 物価高 や人 件費 の高騰 など 社会情 勢の 変化

を反 映し ており 、そ の 評価に つき まし ては、 第三 者評価 の導 入に

より 、客 観性と 透明 性 の確保 に努 めて おりま す。 また、 指定 管理

者に は具 体的な 目標 設 定を行 いま して 、その 実績 達成率 に応 じて

評価 をす ること で、 次 期指定 管理 者選 定時に イン センテ ィブ とし

て反 映さ せる運 用を 開 始した とこ ろで ござい ます 。引き 続き 社会

情勢 や市 民ニー ズの 多 様化を 踏ま えな がら、 検証 と見直 しを 重ね

てよりよい制度の運用に努めてまいります。

続 きま して、 住民 の 視点に 立っ たサ ービス 向上 につい ての お尋

ねで ござ います 。１ つ 目とし て、 伴走 型ワン スト ップ窓 口の 全庁

的な 展開 、２つ 目と し て、書 かな い窓 口の導 入状 況、３ つ目 とし

て、 フロ アマネ ジャ ー の配置 拡充 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

ワン スト ップ窓 口や 書 かない 窓口 につ きまし ては 、現在 スマ ート

窓口 やお くやみ コー ナ ーなど を設 置し まして 、利 便性の 向上 に努



めて おり ますが 、今 後 とも可 能な 業務 があれ ば拡 充をし てま いり

ます。

現 在、 伴走型 ワン ス トップ 窓口 や寄 り添い 支援 員の配 置は 行っ

てお りま せんが 、手 続 や窓口 が分 から ないで 困っ ている 来庁 者の

方に は総 合案内 窓口 だ けでは なく て、 各窓口 職員 が積極 的に 声か

けを しま して、 説明 や 案内を 行っ てお りまし て、 今後も 分か りや

すく丁寧な窓口のサービス向上に努めてまいります。

私からは以上でございます。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長（ 登壇 ） 会派 信風 、伊 藤議員 の代 表質問 の教 育委

員会所管部分につきましてお答えをいたします。

多 様な 性の在 り方 の 教育に つい てで ござい ます が、一 人一 人の

人権 尊重 をする 社会 の 実現に 向け 、人 権教育 の必 要性は 十分 に認

識を して いると ころ で ござい ます 。学 習指導 要領 に示さ れて いる

内容 は全 校で実 施す る 必要が ござ いま すが、 多様 な性の 在り 方に

つき まし ては具 体的 な 記載は なく 、実 施につ きま しては 、教 育課

程の 編成 権を有 する 校 長が学 校の 実態 等を踏 まえ て判断 する こと

とな りま す。現 状と し まして は、 小学 校では 多様 な性へ の理 解を

深め る学 習を、 中学 校 では当 事者 の思 いに触 れな がら、 誰も が安

心し て暮 らせる 社会 に ついて 考え る学 習を多 くの 学校で 行っ てお

りま す。 また、 子ど も たちが 自分 らし く生き られ る環境 を守 るた

め、 文部 科学省 通知 「 性同一 性障 害に 係る児 童生 徒に対 する きめ

細か な対 応の実 施等 に ついて 」、 これ を踏ま えま して、 服装 や髪

型、 更衣 室の利 用な ど につい て、 個々 の状況 に応 じた配 慮や 支援

を行うよう、各学校に指示をしているところでございます。



今 後も 多様な 性の 在 り方に 限ら ず、 様々な 人権 課題を 自分 自身

の問 題と して捉 え、 互 いに尊 重し 、認 め合う 態度 を育む こと を基

本的 な考 え方と しま し て、人 権教 育の さらな る充 実を図 って いき

たいというふうに考えております。以上でございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 御 答弁 を いただ きま した ので、 順次 再質問 をさ せて

いただきたいと思います。

令 和８ 年度予 算は 、 未来を 担う 子ど もたち や若 者への 投資 を最

重要 課題 と位置 づけ 、 教育の 充実 と子 育てし やす いまち づく りの

さら なる 推進に 向け て 対応し てい くと 、市長 から の力強 い答 弁が

ござ いま した。 私も 大 いに賛 同さ せて いただ きま す。ま た、 まち

づく りビ ジョン につ い て、そ の策 定時 にワー クシ ョップ 等を 開催

され 、女 性や若 者の 声 も取り 入れ てく ださっ たと のこと 、評 価し

たい と思 います 。し か し、困 窮当 事者 の声は まだ まだ小 さく 、届

いて ない と感じ る場 面 もござ いま す。 窓口に 日々 寄せら れる 声も

集め て、 市政改 革に 反 映して いた だく よう要 望さ せてい ただ きま

す。

さ らに 、これ まで ま いてき た種 を開 花させ られ るよう 、成 果を

創出 でき るよう に努 力 すると 市長 の答 弁がご ざい ました 。私 も一

緒に力を尽くしてまいりたいと思います。

さ て、 ＰＤＣ Ａサ イ クルの 見え る化 という 項で ござい ます が、

改め てお 伺いさ せて い ただき ます 。事 務事業 評価 の公表 とい うの

は、 私は 一定の 評価 を してい ると ころ でござ いま すが、 ホー ムペ

ージ で公 表して いる の で、見 える 化が 達成し てい ると考 えて いる

のか 、改 めてお 伺い を したい と思 いま す。ま た、 市民に 伝わ る、



伝えるという視点があるのかお伺いしたいと思います。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 事 務 事業評 価で ござ います が、 これは 行政 マネ

ジメ ント サイク ルの Ｐ ＤＣＡ のＣ に、 チェッ クと いいま すか 、評

価に 当た るもの でご ざ います 。事 業に 係るコ スト と効果 等の 観点

から 、既 存事業 のう ち ５００ を選 びま して、 その ５００ 事業 につ

いて 年間 １００ 事業 ず つ、５ 年を ワン サイク ルと して現 在評 価を

行っ てお ります 。各 事 業の効 率化 を図 ること を目 的とし て実 施し

てい るも のでご ざい ま す。各 事業 に対 する利 用者 あるい は事 業者

の皆 様か らの御 意見 に つきま して は、 事業担 当課 におい て受 け止

め、 必要 に応じ て改 善 を行っ てお りま して、 事務 事業評 価の 中で

取り まと めての 公表 と いうの は、 現時 点では 考え ており ませ ん。

なお 、今 後の事 務事 業 評価の 結果 の公 表に当 たり まして は、 数値

目標 を設 定して いる 事 業に関 して は、 その進 捗状 況を明 らか にす

るた めに 達成率 を記 載 するな ど、 より 分かり やす い公表 の在 り方

について努めていく考えでございます。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 前 向き な 答弁あ りが とう ござい ます 。ぜひ 市民 にと

って 分か りやす い、 見 えやす いと いう のは大 切な ポイン トだ と思

いますので要望しておきます。

次 に、 居住支 援に つ いて再 質問 をい たしま す。 米子市 居住 支援

協議 会が 設立し 、住 宅 と福祉 の連 携も 図られ 、様 々な課 題が 浮き

彫り とな ったこ とで 、 解決の 手法 も探 られる よう になっ たと 考え

てお りま す。こ の協 議 会を設 立に 尽力 された 皆様 に、心 から 感謝

と敬意を表したいと思っております。



そ こで お伺い いた し ます。 協力 不動 産店と の連 携によ る物 件紹

介、 マッ チング が重 要 だと思 いま すが 、市は どの ように 考え てい

るの かお 伺いい たし ま す。さ らに 、協 力店と 居住 支援法 人と の連

携はどうなっているのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 まず、 物件 紹介 、マッ チン グにつ いて のお

尋ね でご ざいま す。 あ んしん 賃貸 住宅 協力店 は、 鳥取県 居住 支援

協議 会が 実施す るあ ん しん賃 貸支 援事 業にお いて 、要配 慮者 の入

居に 協力 する不 動産 店 として 登録 のあ るもの でご ざいま す。 要配

慮者 の円 滑な入 居の た めには 、協 力店 との連 携が 重要に なり ます

が、 登録 から数 年が た ったも のが 多く 、改め て協 力が得 られ るか

どうか、確認が必要だと考えておるところでございます。

次 に、 協力店 と居 住 支援法 人と の連 携につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 事業主 体で ご ざいま す県 協議 会にお きま しては 、協 力店

と居 住支 援法人 との つ なぎは 行わ れて いない と聞 いてお ると ころ

でご ざい ます。 今後 、 市協議 会が 協力 店と居 住支 援法人 や福 祉関

係団 体な どをつ なぐ 場 として 機能 する よう、 情報 提供な どに 努め

てまいりたいと考えておるところでございます。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 居 住支 援 には、 協力 不動 産店と いう その協 力が 本当

に不 可欠 だと思 って お ります 。な ので 、この 協力 不動産 店と 居住

支援 法人 をつな ぐ、 ま た協力 不動 産店 を拡大 する という こと をお

願いしたいと思います。

次 に、 入居前 後の 悩 み相談 など には 、相談 窓口 が必要 だと 思っ

ておりますが、どのように対処しているのかお伺いいたします。



○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 入居前 後の 相談 窓口に つい てでご ざい ます。

本市 では 、例え ば、 公 営住宅 に落 選し た方に つき まして は、 あん

しん 賃貸 相談員 を案 内 いたし まし て、 民間賃 貸住 宅への 入居 支援

を行 って おると ころ で ござい ます 。そ のほか に民 間賃貸 住宅 への

スム ーズ な入居 が難 し い方へ の相 談は 、生活 困窮 者自立 相談 支援

事業 を委 託して おり ま す米子 市社 会福 祉協議 会や ふれあ いの 里総

合相 談支 援セン ター え しこに で受 け止 めまし て、 セーフ ティ ネッ

ト住 宅の 窓口で ござ い ます住 宅政 策課 や、公 営住 宅の窓 口で ござ

いま す鳥 取県住 宅供 給 公社及 び鳥 取県 居住支 援協 議会が 配置 いた

しま すあ んしん 賃貸 相 談員な どを 含み ます関 係機 関と連 携し なが

ら対応しておるところでございます。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 あ りが と うござ いま す。 例えば って おっし ゃら れた、

公営 住宅 を落選 した 方 、そう いう 方に はまた 資料 が返さ れる って

いう か、 郵送さ れた り とか返 され る場 面がご ざい ますが 、そ の中

には 、や っぱり あん し ん賃貸 だけ では なく、 居住 支援法 人、 協議

会、 その ような 案内 も 受け入 れて いた だくと あり がたい なと 思っ

ております。

次 に、 保証人 がい な くて困 って いる という 相談 が多い と思 いま

す、 答弁 にもご ざい ま した。 家賃 債務 保証会 社の 利用や 紹介 はど

のような状況なのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 家賃債 務保 証会 社の紹 介状 況につ いて とい

うこ とで ござい ます が 、県の 協議 会で は、民 間家 賃債務 保証 会社



でご ざい ます株 式会 社 カーサ と連 携い たしま した 鳥取県 家賃 債務

保証 制度 を実施 して お られる とこ ろで ござい ます 。本制 度の 県協

議会 への 利用申 請に 当 たりま して 、従 来はあ んし ん賃貸 相談 員へ

の住 宅相 談を経 る必 要 がござ いま した が、昨 年１ ２月か らは 、居

住支援法人への住宅相談を経れば利用可能となりました。

現 在の 紹介状 況に つ きまし ては 、把 握はし ては おりま せん が、

市の 協議 会にお いて も 、今後 、不 動産 関係団 体や 居住支 援法 人に

対し まし て、制 度の 周 知を図 りま して 、活用 を促 進して いき たい

と考えておるところでございます。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 大 きな 前 進だと 思い ます 。あり がと うござ いま す。

しか し、 現在の 紹介 状 況につ いて 把握 してい ない という 答弁 がご

ざい まし たので 、ぜ ひ 把握し てい ただ きたい と思 ってお りま す。

身寄 りが なくて 保証 人 がいな いた め住 宅を諦 めて いる方 が少 なく

ない と感 じてお りま す 。居住 支援 法人 の相談 でも 、保証 人が いな

いと の相 談が多 いと 聞 いてい ます 。保 証人の 問題 はこれ から もず

っと 続く と思い ます の で、ぜ ひ保 証人 がいな いか ら住居 を求 めら

れな いと いうよ うな 方 がいな いぐ らい 頑張っ てい ただき たい と思

います。

次 に、 居住サ ポー ト 住宅制 度の 推進 につい てお 尋ねい たし ます。

居住 サポ ート住 宅は 、 空き家 や空 き部 屋を一 定の 基準、 バリ アフ

リー とか 見守り サー ビ スなど を満 たし たセー フテ ィネッ ト住 宅と

して 登録 し、支 援が 必 要な人 へ提 供す る仕組 みで ござい ます 。制

度は 整い つつあ ると 思 います が、 実際 の現場 では 依然と して 深刻

な課 題が 残って いま す 。それ は入 居拒 否でご ざい ます。 高齢 者や



単身 困窮 者に対 し、 オ ーナー 側が 孤独 死や家 賃滞 納を恐 れ、 貸し

渋る ケー スがあ ると 聞 いてお りま す。 居住サ ポー ト住宅 をつ くり、

増や して いく取 組が 必 要だと 考え てお ります が、 どのよ うに 進め

ていくお考えなのかお伺いいたします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 この貸 し渋 りっ ていう よう なこと です けれ

ども 、そ の対策 や支 援 という 形で ござ います が、 孤独死 や家 賃滞

納な どの リスク につ き まして は、 入居 者の安 否確 認や福 祉サ ービ

スへ のつ なぎな ど、 居 住サポ ート を行 うこと によ り、低 減す るこ

とが 可能 である と考 え ており ます 。居 住サポ ート 住宅は 、要 配慮

者の 入居 に当た りま し て、大 家な どと 居住支 援法 人など が連 携い

たし まし て、入 居者 の 状況に 応じ まし て、必 要な 居住サ ポー トを

行う 住宅 でござ いま し て、安 心し て住 宅を提 供で きる仕 組み でご

ざいます。

本 市で は、居 住サ ポ ート住 宅に つき まして も、 セーフ ティ ネッ

ト専 用住 宅と同 様、 大 家など に対 する 家賃低 廉化 に係る 補助 制度

を整 備し ておる とこ ろ でござ いま す。 今後市 の協 議会に おい て居

住サ ポー ト住宅 制度 の 周知を 図る とと もに、 一般 の民間 賃貸 住宅

にお きま しても 、必 要 に応じ まし た居 住サポ ート を提供 でき ます

よう 、不 動産関 係団 体 や福祉 関係 団体 、居住 支援 法人な どの 関係

団体 との 協議を 行っ て まいり たい と考 えてお ると ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊藤議員 進めていただくようにお願いしたいと思います。

次 に、 入居後 のフ ォ ロー不 足も ある と思っ てお ります 。鍵 を渡



して 終わ りでは なく 、 その後 の生 活、 例えば ごみ 出し、 例え ば近

隣ト ラブ ル、体 調変 化 などへ の伴 走支 援がな けれ ば、安 定し た居

住の 継続 は難し いと 考 えてお りま す。 どのよ うに 解消し てい く考

えなのかお聞かせください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 入居後 のフ ォロ ーにつ いて でござ いま すけ

れど も、 住居は 生活 の 基盤で ござ いま して、 安定 した住 まい を確

保す るこ とは重 要だ と 認識を して おり ます。 支援 が必要 な方 につ

きま して は、地 域包 括 支援セ ンタ ーな どの支 援関 係機関 や家 主や

不動 産関 係者な どと 緊 密に連 携を いた しまし て、 伴走支 援に 努め

てい ると ころで ござ い ます。 ２月 に開 催をし まし た米子 市の 居住

支援 協議 会の高 齢者 支 援部会 にお きま しても 、居 住支援 に関 する

課題 など につい て、 不 動産関 係者 等と 共有を した ところ でご ざい

ます 。今 後も協 議会 を 通じま して 、そ の中で の議 論を踏 まえ まし

て、 不動 産関係 者と 福 祉関係 者が 連携 をいた しま した見 守り 支援

体制 の構 築を検 討す る など、 支援 が必 要な人 が安 定した 居住 環境

を確 保で きるよ う、 フ ォロー 体制 の充 実に努 めて まいり たい と考

えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 で きま し たら、 緊急 連絡 網のよ うに 、ここ に連 絡を

する とい うよう なこ と が、も うち ょっ と標準 化っ ていう か一 般化

すれ ばい いので はな い かなと 思い ます ので、 また 御協力 いた だき

たいと思います。

次 に、 公営住 宅は 、 郊外や 交通 の便 が悪い 場所 にもご ざい ます。

移動 手段 のない 高齢 者 や障が い者 が孤 立しや すい 状況が ござ いま



す。 これ らの対 策や 支 援をど のよ うに 考えて いる のかお 尋ね いた

します。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 公営住 宅の 立地 に対す る対 策や支 援に つい

てと いう ことで ござ い ます。 公営 住宅 を補完 する ものと して 、セ

ーフ ティ ネット 専用 住 宅及び 居住 サポ ート住 宅に 一定の 要件 を満

たし た要 配慮者 が入 居 する場 合の 家賃 低廉化 事業 などを 実施 して

おる とこ ろでご ざい ま す。現 時点 では 、市内 のセ ーフテ ィネ ット

専用 住宅 の登録 件数 は ２２件 、居 住サ ポート 住宅 につき まし ては

制度 が始 まって 間も な いこと から まだ ござい ませ んが、 居住 ニー

ズの 高い エリア をカ バ ーし切 れて ない ことが 課題 ではご ざい ます

が、 これ らの住 宅の 登 録認定 が進 むよ う市協 議会 におい て、 関係

団体 と協 議を重 ねて ま いりた いと 考え ておる とこ ろでご ざい ます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 居 住サ ポ ート住 宅は まだ まだこ れか らとい う答 弁で

ござ いま した。 おひ と りさま 、ま た高 齢世帯 の割 合が今 後も ます

ます 増え る見込 みだ と いうふ うに 私も 思って おり ますの で、 居住

支援 の重 要性は ます ま す高ま るも のと 思って おり ます。 ぜひ 、居

住サポート住宅の推進をお願いいたします。

次 に、 生涯学 習に つ いてお 伺い いた します 。生 涯学習 は、 一人

一人 の多 様な学 びで す が、本 市が 取り 組み、 生涯 学習の 施策 の抜

本的 転換 を図り 、地 域 課題解 決型 の人 材の育 成に ついて 提案 して

まい りた いと思 いま す 。人口 減少 と超 高齢化 社会 が進む 中、 地域

コミ ュニ ティの 維持 に は、市 民一 人一 人が支 え手 となる こと が不

可欠 だと 思って おり ま す。市 長は 、現 在の生 涯学 習施策 が単 なる



個人 の自 己充足 を超 え 、地域 課題 を解 決する 主体 の育成 にど の程

度寄 与し ている と考 え ている のか お聞 かせく ださ い。令 和８ 年度

の施策方針における学びの在り方もお伺いしたいと思います。

ま た、 評価指 標Ｋ Ｐ Ｉにつ いて は、 講座の 参加 者数を 数え るだ

けの 評価 から学 習の 結 果、新 しく 地域 活動を 始め た人の 数や 立ち

上が った 地域プ ロジ ェ クト数 を指 標に 加える べき ではな いか と考

えて おり ますが 、お 答 えを教 えて いた だきた いと 思いま す。 聞か

せてください。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 生涯 学 習施策 の定 義と 目的の 再定 義、そ して 学び

を実 践に つなげ る取 組 につい ての お尋 ねでご ざい ます。 生涯 学習

にお ける 学びは 、議 員 がおっ しゃ るよ うに、 単な る個人 の自 己充

足に とど まらず 、地 域 課題を 解決 する 主体の 育成 にも寄 与す るこ

とが 期待 される とい う ふうに 考え てお ります 。本 市でも 様々 な人

材養 成の 取組を 行っ て おりま すが 、学 習者が 学ん だこと を生 かし

て課 題に 向き合 うた め には、 やら され ている ので はなく て、 主体

的な 活動 として 取り 組 めるよ うな 仕掛 けづく りや 環境整 備が 重要

だと 考え ており ます 。 こうし た学 びを 通じた 人材 育成の 観点 は講

座や 研修 等を比 較す る 際の大 きな 狙い の一つ でご ざいま して 、来

年度 の各 種事業 の実 施 におき まし ても 重視し 、内 容に反 映さ せて

いきたいと考えております。

ま た、 成果指 標の 展 開につ いて のお 尋ねも ござ いまし た。 評価

指標 につ きまし ては 、 令和７ 年度 から 参加者 数か ら、受 講者 の満

足度 や行 動変容 を確 認 するも のな ど成 果をは かる 、そう いっ た指

標へ 転換 を図っ てき て おりま して 、各 講座等 を通 じまし た受 講者



の学 習活 動への さら な る意欲 向上 です とか、 地域 や各種 課題 への

関わ りに つなが るよ う 、今後 も一 層努 めてい きた いとい うふ うに

考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 あ りが と うござ いま す。 教育長 の答 弁ござ いま した。

参加 者数 から受 講者 の 満足度 や行 動変 容を確 認す るもの に転 換、

これ は本 当に必 要で は ないか と思 いま すので 、こ れをま た次 に生

かすというようなこともしていただきたいと思います。

次 に、 知識を 得る だ けでは なく 、そ れを地 域で 活用す る場 とい

うも のが 必要で はな い かと思 って おり ます。 学ん だスキ ルで 地域

に貢 献し 、ある いは 役 割を持 つ、 また あるい は対 価を得 ると いう

よう な循 環を市 とし て どう支 援す るこ とがで きる か、そ のよ うな

考えができないのかお尋ねしたいと思います。

例 えば 、公民 館で の 講座修 了生 がそ のまま 地域 の見守 り、 買物

支援 、防 災リー ダー と して組 織化 され るよう な出 口、活 動先 です

ね、 それ を見据 えた カ リキュ ラム 設定 を導入 する 考えは ない のか

お尋 ねし たいと 思い ま す。ま た、 例え ば、孤 独・ 孤立の サポ ータ

ーの 活用 の場と して 、 地域課 題と のマ ッチン グは できな いか お尋

ねしたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 例えば 、先 ほど 議員さ んか らお話 あり まし

たと っと り孤独 ・孤 立 サポー ター の活 動の場 につ いてで ござ いま

すけ れど も、こ ちら の とっと り孤 独・ 孤立サ ポー ターは 鳥取 県が

認定 をし ており ます 制 度で、 主に とっ とり孤 独・ 孤立サ ポー ター

研修 の受 講修了 者が そ の役割 を担 って おりま して 、自ら の地 域に



おい て孤 立状態 にあ り ながら 、行 政や 支援機 関が 把握し てい ない

方を 見つ け、支 援機 関 につな いで 、可 能な限 り信 頼関係 を築 きな

がら 、見 守りや 伴走 支 援を継 続す るこ とが役 割で ござい ます 。サ

ポー ター として 認定 さ れた方 のう ち、 御本人 の同 意が得 られ た方

につ いて は、地 域に お いて、 市と 連携 しなが ら地 域活動 の一 員と

して 活躍 してい ただ け ると考 えて おり ます。 サポ ーター につ いて

は、 活動 しやす い環 境 を整え て、 地域 に根づ いた 活動と なる よう、

今後市もしっかりと支援をしていきたいと考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 福 生市 に 視察に 行っ た際 ではご ざい ますが 、こ のよ

うな 活動 をする 場を 最 初に設 定を して 、出口 戦略 ですね 、そ のよ

うな イメ ージを 持っ て 参加を して もら う、そ のよ うな活 動を して

いら っし ゃいま した 。 私はこ れは とて も有効 では ないか なと 思い

ますので、検討していただければと思っております。

そ して 、公民 館が 単 なる部 屋貸 しに とどま って いない か、 地域

の困 り事 と生涯 学習 で 育った 人材 をマ ッチン グさ せるコ ミュ ニテ

ィマ ネジ ャー、 コー デ ィネー ター です ね、的 機能 を公民 館や 生涯

学習 課に 強化し てい く ことは でき ない のかお 尋ね したい と思 いま

す。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 先ほ ど 申し上 げま した ように 、参 加する 数と いう

こと を長 年やっ てま い りまし た。 です が、教 育委 員会の 中で 点検

評価 とい うのを やっ て おりま して 、教 育委員 さん 等から も、 数だ

けじ ゃや っぱり 違う ん じゃな いか なっ ていう 意見 が出て きま して、

じゃ あど ういっ た指 標 がある かっ てい うので ７年 度から 少し 変え



て取 り組 んでき てお り ます。 まだ この 評価が 現在 進行中 であ りま

して 、そ れらを 受け て また８ 年度 の指 標とい うの を設け てい きた

いと 思い ます。 今議 員 が言わ れた よう な先進 的な 取組、 これ をし

っか りと 勉強さ せて い ただい て、 我々 の取組 の中 に生か せな いか

とい うの も考え て、 ８ 年度の 事業 に取 り組ん でい きたい とい うふ

うに思います。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 あ りが と うござ いま す。 生涯学 習、 もう大 きく 捉え

て一 人一 人また イメ ー ジが違 うと いう ような もの ですけ れど も、

やっ ぱり 市とし てや る ってい う意 味は 地域課 題を 解決す る、 そこ

のと ころ に持っ てい け たらな と私 は思 ってお りま すので 、ど うぞ

よろしくお願いいたします。

次 に、 健康と 福祉 施 策につ いて お伺 いいた しま す。孤 立対 策に

つい てで ござい ます 。 答弁に ござ いま した「 まち の居場 所田 園」

は、 支援 者と参 加者 の 垣根が ない こと で、利 用者 が尊厳 を持 って

参 加 で き る 大 変 よ い 取 組 だ と 聞 い て お り ま す 。 県 外 や 市 外 か ら

日々 多く の見学 があ る と、「 田園 」の 設営し てい らっし ゃる 方も

驚い てい るとい うふ う にも聞 いて おり ます。 私は とても よい モデ

ルが でき たので 、さ ら に社会 との つな がりを 築く ことが でき る居

場所の提供をほかにも模索してほしいと思っております。

そ こで 、支援 が必 要 な個人 を待 つの ではな く、 地域に 出向 いて

声を かけ るプッ シュ 型 支援を 強化 する 必要が ある と考え ます が、

所見 を伺 います 。そ し て、民 生委 員、 社会福 祉協 議会等 と連 携し、

孤立 状態 にある 市民 を 早期発 見、 関与 する体 制を つくる こと が必

要だ と考 えます が、 そ のよう な体 制は 取れて いる のかお 聞か せく



ださい。

○岡田議長 答弁は。答弁できませんか。どなたが。

塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 議員さ ん、 今御 紹介を いた だきま した 、こ

れは 重層 的支援 事業 の 中での 参加 支援 事業と いう ことで 、「 まち

の居 場所 田園」 です と か、そ こに 今、 居場所 づく りとい うと ころ

でや って いると ころ で ござい ます 。今 いろい ろな 関係団 体の 方な

ども そこ に集っ たり し て取り 組ん でい ただい てお ります 。今 まだ、

おっ しゃ います よう に 、地域 では いろ いろな 地域 ごとに 特色 もご

ざい ます し、い ろい ろ な方が サポ ータ ーです とか 民生委 員さ ん、

そし て在 宅福祉 員さ ん ですと か、 いろ いろな 立場 の方が 御活 躍し

てい ただ いてお りま す 。です ので 、や はり本 市と いたし まし ても、

地域 ごと のそう いっ た 特色と いい ます か、お 力を 生かし なが ら、

活動 を生 かしな がら 、 皆さん がそ の中 で主体 的に といい ます か、

地域 がま すます そこ で 根づい てい くよ うに、 つな がりが でき てい

くよ うに 、本市 とい た しまし ても 支援 をして いき たいと 考え てい

るところでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 地 域で の 活動に 積極 的に 取り組 んで いきた いと いう

ふう な答 弁だっ たと 思 います 。ま だま だ待つ 姿勢 のほう が私 は多

いな と思 ってお りま す ので、 どう ぞ積 極的に もっ ともっ とし てい

ただ けれ ばと思 いま す 。役を 持っ た人 だけで はな くて、 一般 市民

の方 も心 配をし てら っ しゃる とい う方 もいら っし ゃいま すの で、

ここ につ なげれ ばい い という よう な地 域の活 動す るメン バー が分

かればありがたいなと思っております。



次 に、 孤立を 感じ る 市民が ＬＩ ＮＥ による 相談 、匿名 で相 談で

きる ＡＩ チャッ トボ ッ トやオ ンラ イン カウン セリ ングの 窓口 を設

置、周知する考えはないのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ＡＩで すと かＳ ＮＳを 活用 した相 談と いう

とこ ろは 、他市 でも さ れてい ると いう ような とこ ろは承 知を して

いる とこ ろでご ざい ま すけれ ども 、今 後また そう いった とこ ろは、

どな たが どうい った 時 間でも 御相 談が しやす いよ うな体 制を つく

って いく という とこ ろ の観点 でも 、今 後情報 収集 とかし てい きた

いと考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 Ｓ ＮＳ 等 での相 談は 以前 の答弁 もご ざいま した 。よ

いと は分 かって いる が 、対応 でき る従 事者の 確保 ・養成 や相 談後

のフ ォロ ー体制 を充 実 させる 必要 があ るとい うふ うに考 えて おり

ます 。民 間に委 託す る など考 えら れな いのか 、私 は検討 して ほし

いと 思い ます。 ＡＩ 技 術も進 んで おり ます。 国や 県の補 助金 では

あり ます が、既 に何 年 も前か らや って いる団 体も あると 聞い てお

りま す。 これは 特に 本 当に自 死念 慮だ とか、 夜中 にとっ ても つら

い方 々の 光にな りま す 。ぜひ 検討 して いただ くよ うにお 願い いた

します。

次 に、 居場所 と役 割 の創出 につ いて お尋ね いた します 。孤 立の

解消 には 、物理 的な 居 場所と 社会 参加 を促す 役割 が必要 だと 思い

ます 。地 域の子 ども 食 堂、地 域食 堂、 高齢者 の集 いの場 を多 世代

交流 やボ ランテ ィア 参 加の機 会と 位置 づけ、 運営 費を補 助す る考

えはないのかお尋ねしたいと思います。



○岡田議長 答弁者は。通告はちゃんとしてますよね。

（「はい。」と伊藤議員）

○岡 田議 長 伊 藤議 員 、これ は通 告し てある んで すか。 そう する

と、答弁はどなたがされますか。

瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 議員 の言 われ たとお り、 子ども 食堂 のほ

うの 運営 費等の とい う ことな んで すが 、今の とこ ろ子ど も食 堂の

ほう は民 間のほ うで 絶 えずや って おり まして 、そ この辺 の立 ち上

げと 食料 費等の 補助 の ほうは して おり ますけ ど、 手出し はし てお

りま すけ ど、今 のと こ ろ運営 費等 の補 助のほ うは 考えて おり ませ

ん。

○岡田議長 いいですか。

伊藤議員。

○伊 藤議 員 通 告は し ており ます が、 答弁が ない ようで すの で、

ちょ っと 休憩を して い ただい て、 整理 をして いた だけれ ばあ りが

たいと思っておりますが。

○岡田議長 分かりました。

じゃあ、暫時休憩いたします。

午前１１時２２分 休憩

午前１１時２６分 再開

○岡田議長 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。

伊藤議員。

○伊 藤議 員 失 礼い た しまし た。 孤立 対策は 社会 的処方 とい う言

葉が ござ います 。医 師 や専門 職が 薬の 代わり に地 域のボ ラン ティ

ア活 動や 趣味の サー ク ルを紹 介し 、社 会との つな がりを 処方 する



とい うこ とです 。支 援 される 人を 共に 働く仲 間に 変える 小さ な役

割、 その ような こと を 持つこ とが 、自 己肯定 感を 回復さ せ、 孤立

を根 本か ら防ぐ とい う ことで す。 この 考えや 手法 を米子 市で 広め

てい ただ くよう に切 に 要望い たし まし て、次 の子 育て支 援と 教育

の充実について質問いたします。

ま ず、 暑さ対 策に つ いてお 聞き しま す。市 長の 答弁で は、 最重

要課 題と 位置づ け進 め てくだ さる と、 強い答 弁が ござい まし た。

大いに評価したいと思います。

そ こで 、市民 の皆 様 も同じ 気持 ちで 、子ど もた ちにで きる こと

があ れば 、また 企業 か ら地域 貢献 した いとの 申出 も複数 、私 聞い

てお りま す。国 の補 助 金、交 付金 も十 分研究 して いただ きた いで

すが 、企 業版ふ るさ と 納税、 企業 ・団 体にも 呼び かけて 、少 しで

も暑 さ対 策の前 倒し が できる よう に創 意工夫 でき ないの かお 尋ね

したいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 エ アコ ン整備 につ きまし て、 企業

版ふ るさ と納税 を活 用 して少 しで も前 倒しで きな いかと いう お尋

ねで ござ います が、 議 員おっ しゃ いま すとお りエ アコン 整備 の財

源に つき まして 、企 業 版ふる さと 納税 を活用 する ことも 一つ の選

択肢 であ ると考 えて お ります 。い ずれ にいた しま しても 整備 に当

たり まし ては、 多額 の 財源が 必要 とな ります こと から、 国の 交付

金で すと か地方 債な ど 有利な 財源 を活 用いた しま して、 計画 的に

事業 を進 めると とも に 補助制 度の 拡充 に係る 要望 活動も 引き 続き

行い なが ら、可 能で あ れば、 整備 期間 を短縮 でき るよう 取り 組ん

でいく所存でございます。



○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 あ りが と うござ いま す。 米子市 一丸 となっ て子 ども

たち を守 る、子 ども た ちの学 習環 境を 守る、 また 防災拠 点を つく

って いく 、その よう な 観点で オー ル米 子市で やっ ていく 、そ のよ

うに 暑さ 対策を 考え て おりま すの で、 どうぞ よろ しくお 願い いた

します。

次 に、 子ども ・若 者 支援に つい てお 尋ねい たし ます。 不登 校が

喫緊 の課 題であ り、 校 内サポ ート 教室 等の支 援体 制の構 築が 進ん

でい ます 。そう した 中 、学校 外の 学び の場と して は、ぷ らっ とホ

ーム や民 間フリ ース ク ール等 がご ざい ますが 、そ れぞれ の利 用者

数と割合、またその分母についてお尋ねいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ぷ らっ とホー ムや 民間フ リー スク

ール の利 用者数 と割 合 、また その 分母 、母数 です ね、こ れに つい

てお 答え させて いた だ きます 。令 和６ 年度の 数字 でござ いま すけ

れど も、 ぷらっ とホ ー ムの利 用者 が４ ０名で 、市 が認定 して おり

ます 民間 フリー スク ー ルの利 用者 が１ ８名だ とい う具合 に把 握し

てお りま す。令 和７ 年 度の状 況に つき まして は、 ２月末 時点 でご

ざい ます けれど も、 ぷ らっと ホー ムが ３４名 、認 定のフ リー スク

ール につ いては ３０ 名 となっ てご ざい ます。 次に 、母数 でご ざい

ます けれ ども、 令和 ６ 年度の 不登 校児 童生徒 数は 、小学 校１ ６３

名、 中学 校２６ ５名 で 、合わ せて ４２ ８名で ござ いまし て、 この

うち およ そ５割 強が 年 間累計 の９ ０日 以上の 欠席 となっ てご ざい

ます 。さ きに説 明い た しまし た施 設の 利用者 数は 、年間 欠席 数も

比較 的多 い傾向 にご ざ います こと から 、この ９０ 日以上 欠席 者数



を母 数と 考えま すと 、 利用者 の割 合は およそ ３割 から４ 割程 度じ

ゃないかという具合に考えております。以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 一 定程 度 家から 出ら れな い、そ この ぷらっ とホ ーム

やフ リー スクー ルに も 行けな い、 そう いう子 ども たちが いる って

いうのは、この数字で分かることだと思います。

学 習機 会を確 保し て いくこ と、 体験 機会を 確保 してい くこ と、

社会 との つなが る機 会 を確保 して いく こと、 この ような こと はと

ても 重要 でござ いま す し、小 中過 ぎて しまっ て高 校にな れば 、そ

れは なか なか目 に見 え なくな って しま うもの です ので、 やっ ぱり

中学 校の 間にき ちっ と アウト リー チ支 援、家 庭訪 問など もや りな

がら、子どもたちのサポートをしていければと思っております。

次 に、 昨年９ 月、 文 部科学 省で 検討 されて おり ます、 不登 校児

童生 徒に 係る特 別の 教 育課程 とい うも のが議 論さ れてい ると いう

ふう に思 います が、 ど のよう な議 論に なって いる のか、 また その

こと に関 して通 知な ど は行わ れて いる のかお 尋ね したい と思 いま

す。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 不 登校 児童生 徒に 係る特 別の 教育

課程 につ きまし て、 ど のよう な議 論に なって いる のか、 また その

こと に関 する通 知等 の 状況に つい ての お尋ね でご ざいま すが 、不

登校 児童 生徒に 対し ま す支援 につ きま しては 、居 場所づ くり や多

様な 学び の場の 確保 が 進んで きて いる 状況で ござ います 。一 方で、

その 学び とその 評価 に つきま して は、 課題の 一つ として 上げ られ

てい ると ころで ござ い ます。 この こと を受け まし て、国 はワ ーキ



ング グル ープを 立ち 上 げ、子 ども 一人 一人の 状況 に応じ て柔 軟に

教育 課程 を組む こと を 認めよ うと する 仕組み につ きまし て、 検討

を進 めて いる状 況に ご ざいま す。 この ことに つき まして は、 令和

７年 １０ 月に第 １回 の 会合が 開か れま して、 令和 ８年、 今年 の夏

まで に中 間取り まと め を発表 する と聞 いてお りま すもの の、 現時

点に おき まして 自治 体 への通 知等 はな いよう な状 況でご ざい ます。

以上です。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 文 科省 の 大きな 方針 転換 でござ いま すので 、注 視し

てい ただ ければ と思 っ ており ます 。こ この中 では 、学び の内 容が

重要 だと 、そう いう ふ うに議 論を 進め ている とい うふう に私 は思

って おり ます。 ひき こ もり、 アウ トリ ーチ支 援の 中に佐 賀の よう

な取 組を 入れる こと が できな いの か、 私は本 気で 考えて いた だき

たい と思 ってお りま す 。あら ゆる 方法 で困っ てい る、本 当に 子ど

もだ けで はなく 家族 も 困って いる 、そ ういう とこ ろに手 を差 し伸

べて いた だくよ うに 切 にお願 いい たし まして 、次 の差別 解消 につ

いて お伺 いした いと 思 います 。こ こで は１点 、ジ ェンダ ーフ リー

に配 慮し た公立 中学 校 の制服 の統 一化 が全国 で進 んでい ます が、

米子市では検討をしているのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 ジェ ン ダーフ リー に配 慮した 公立 中学校 の制 服の

統一 化に ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。市内 中学 校の状 況に つき

まし ては 、男女 とも に ブレザ ーを 着用 し、ス ラッ クスと スカ ート

を選 択で きる制 服を 導 入して いる 学校 が３校 、ま た第３ の制 服と

して 、ブ レザー とス ラ ックス の組 合せ を生徒 が選 択でき るよ うに



して いる 学校が ３校 あ るとい うふ うに 認識を して おりま す。 この

制服 の選 定や見 直し に つきま して は、 文部科 学省 から通 知が 出て

おり まし て、「 学校 に おける 通学 用服 等の学 用品 等の適 正な 取扱

いに つい て」に 示さ れ ており ます が、 最終的 には 校長の 権限 にお

いて 適切 に判断 すべ き 事項と いう ふう にされ てお ります 。教 育委

員会 とし まして は、 所 管の学 校に おい て、制 服の 選定や 見直 しが

適切 に行 われる よう 、 必要に 応じ て指 導を行 うよ うにし てい ると

ころでございます。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 で きれ ば 議論を 進め てい ただけ ると 、制服 、な かな

か着 用し にくい とい う ふうに 思っ てい る、一 部で ありま すけ れど

も、 そう いう子 ども た ちの救 いに なる かなと 思う んです けど も、

この 制服 統一化 とい う こと、 この 導入 の際に どの ような 課題 があ

るのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 本市 公 立中学 校で の制 服を統 一す るに当 たっ ての

課題 につ いての お尋 ね でござ いま す。 まず、 先ほ ども答 弁し まし

たが 、こ の制服 の見 直 しある いは 選定 は、校 長が その責 任と 権限

にお いて 判断す べき 内 容とな って おり ます。 です から、 あと もう

既に 先ほ ど申し 上げ ま したよ うに 、６ 校程度 が独 自の取 組を 進め

てい て、 さらに それ を 統一化 する とい うこと はな かなか 難し いこ

とで はな いかと いう ふ うに私 は思 って おりま す。 これま でも 市内

の学 校に おきま して は 、子ど もた ちの 状況を 見な がら適 切に 判断

した 学校 運営が 進ん で いると いう ふう に思っ てお ります 。教 育委

員会 とし まして は、 校 長に与 えら れて いる権 限と いうこ とで ござ



いま すの で、こ れは し っかり と尊 重す る、そ うい った姿 勢で 臨み

たいというふうに思っております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 そ れで は 、これ から 義務 教育学 校が できる わけ です

けれ ども 、ここ の制 服 には、 ジェ ンダ ーフリ ー、 この点 も考 慮に

入れ てい ただく よう に 要望す ると とも に、議 論が 始まる こと を期

待していたいと思います。

最 後に 、住民 の視 点 に立っ たサ ービ スの向 上に ついて お尋 ねい

たし ます 。ワン スト ッ プ窓口 や書 かな い窓口 で、 今後も 可能 な業

務が あれ ば拡充 して い くとい う答 弁で ござい まし たが、 どの 業務

が可能ではないのか、お尋ねしたいと思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 本市に おき まし ては、 行か ない市 役所 、ス

マホ の中 の市役 所へ と 行政の 在り 方を 進化さ せ、 お越し いた だか

なく ても 手続が でき る 電子申 請サ ービ スの拡 充を 図って いる とこ

ろで ござ います 。そ の ことも 含め まし て、窓 口サ ービス の向 上に

つき まし ては、 でき る ものに つい ては 最大限 取り 組むこ とと して

おり ます 。引き 続き Ｄ Ｘ等の 取組 を進 めつつ 、仕 組みや 制度 の環

境が整い次第、順次実施してまいりたいと考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 マ イナ ン バーカ ード ブー スの混 雑が 常態化 して いる

とい うふ うに思 って お ります 。マ イナ ンバー カー ドブー スの 職員

の親 切丁 寧な対 応、 い つもそ うな んで すけれ ども 、私は 評価 して

おり ます 。しか し、 今 年から 来年 、２ ０２７ 年に 更新の ピー クを

迎え ると 思って おり ま すが、 この 混雑 が常態 化す る中、 どの よう



に対応していく考えなのかお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 マイナ ンバ ーカ ードブ ース におき まし ては、

今年 度か ら会計 年度 職 員を５ 名増 やし て対応 して おると ころ でご

ざい ます 。今後 も来 庁 者数の 動向 を把 握しな がら 、会計 年度 職員

の増 員や 窓口時 間の 延 長等、 柔軟 に対 応し、 来庁 された 市民 の待

ち時間の短縮を図りたいと考えております。

○岡田議長 伊藤議員。

○伊 藤議 員 市 民目 線 とは、 窓口 の利 便性を 高め ること だけ では

ござ いま せん。 制度 の 枠組み に市 民を 当ては める のでは なく 、市

民一 人一 人の切 実な 暮 らしに 制度 をど う寄り 添わ せてい くか 、そ

の想 像力 と伴走 する 姿 勢こそ が今 求め られて いる 行政サ ービ スの

本質だと思っております。

ま ちづ くりは 人づ く り、そ して まち は人の つな がりで でき てお

りま す。 市民の 皆様 、 またそ して 職員 の皆様 とと もに、 誰一 人取

り残 さな い、温 かな 米 子の未 来を 切り 開いて いく ことを お誓 い申

し上げ、私の質問を……。

（「議事進行。」と中田議員）

○岡田議長 何ですか。

中田議員。

○中 田議 員 議 事運 営 上のち ょっ と進 行につ いて 議長に お伺 いし

ます が、 先ほど 暫時 休 憩に入 ると きの 理由と いう のは、 質問 と答

弁の かみ 合わな い状 況 が見え て答 弁が すぐに 出な かった 状況 から

暫時 休憩 をされ たと 思 います 。そ うす ると、 再開 はその 暫時 休憩

に入 る以 前の段 階に 戻 ってき ちっ と答 弁をす ると ころか ら再 スタ



ート をす る。つ まり は 、健康 と福 祉の 課題に つい ての答 弁の とこ

ろか ら再 開すべ きだ と 私は議 事運 営上 思うの です が、次 の質 問項

目に 入っ たとい うこ と は、先 ほど の質 問につ いて は、暫 時休 憩に

入る 以前 の質問 につ い ては、 どの よう な扱い に整 理され て再 開さ

れたのかお伺いしたいと思います。

○岡 田議 長 先 ほど 伊 藤議員 のほ うか らは、 通告 はして あっ たと

いう こと だった んで す けども 、実 は通 告がし てな くて、 勘違 いだ

った 、勘 違いと いう か 以前の もの と勘 違いを して おられ たと いう

こと だっ たので 、本 来 の通告 して あっ た質問 に戻 りたい とい うこ

とで 、伊 藤議員 のほ う から話 を受 けま したの で、 その形 で再 開を

させていただいたということでございます。

中田議員。

○中 田議 員 分 かり ま した。 理由 は分 かりま した ので、 それ なら

その よう な扱い で再 開 をして いた だく ように 今後 は求め たい と思

います。

○岡田議長 以後気をつけたいと思います。

伊藤議員。

○伊 藤議 員 大 変失 礼 いたし まし た。 それで は、 まちづ くり は人

づく り、 そして まち は 人のつ なが りで できて おり ます。 市民 の皆

様、 そし て職員 の皆 様 ととも に、 誰一 人取り 残さ ない、 温か な米

子市 の未 来を切 り開 い ていく こと をお 誓い申 し上 げまし て、 私の

質問 を終 わりた いと 思 います 。あ りが とうご ざい ました 。失 礼い

たしました。


